看取り介護について

	１．看取りの目的 　（当施設の考え方）

	長期に渡る入居生活の過程で、将来的に死に至る可能性が予見される方に対して、ご本人が人生の最期まで当施設で暮らすことを望み、願っている場合において、その身体的・精神的苦痛および苦悩を緩和し、その方の尊厳を十分に配慮しながら穏やかで安らぎのある充実した日々を営めるよう心を込めた『看取り介護』を実践します。

	２．看取りの時期を迎えた状態とは

	慢性疾患および老化等が進行することにより心身機能が衰弱し、一般に認められる医学的知見に基づき回復の見込みがないと医師から診断された状態をいいます。

	３．看取り介護の開始時期について（開始期～終末期に至る過程）

	1 老衰および体調不良等による状態の重篤化から、医師の診断により回復の見込みがないと判断され、かつ、医療機関での治療の必要性が薄いと判断された場合に開始となります。
医師から書面（看取り介護に関する説明書）を以て現在の本人の状態について詳細に説明させていただきます。
2 入所時に一度は説明させていただきますが、再度のご確認のため、当施設が必要と判断した際に、職員より『看取り介護に関する指針』を説明させていただきます。
当施設における看取り介護に同意されるか否かのご判断をいただきます。また、同意をされず医療機関等での治療等を希望される場合には、ご本人およびご家族の希望に沿った援助をさせていただきます。
3 看取り介護を行うにあたり、終末期に向けての援助方針についてご本人およびご家族の意思を確認させていただき、それに基づいて計画作成担当者が『看取り介護計画書（ターミナルプラン）』を作成します。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
計画書の内容について、ご本人およびご家族に詳細に説明させていただきます。また、後の状況の変化等にも配慮しながら随時見直し、内容等の変更が必要となった場合には、その都度ご本人およびご家族の意思を確認させていただきます。
4 上記の計画書の内容に基づき医師および医療機関等との連携を図りながら看取り介護を行います。
5 ご本人への支援と並行してご家族には定期的にご本人の状態の報告および説明、意思の確認をさせていただきます。
6 ご本人が終末期を迎えられ当施設において息を引き取られた後においては、医師による死亡確認後エンゼルケアを施し、ご家族とともに看取り介護に関わった全職員で最後のお別れをさせていただきます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
必要に応じてご家族への支援を行います（遺留金品引き渡し、荷物の整理、相談対応等）。

	看取り介護加算〔死亡日から逆算して〕

	４～３０日
	８０単位／日（自己負担額約８４円程度）

	２～３日
	６８０単位／日（自己負担額約７１１円程度）

	当日
	１２８０単位／日（自己負担額約１,３３７円程度）


	看取り介護加算の要件

	· 医療連携体制加算を算定していること
· 医師が医学的知見に基づき回復の見込みがないと判断した者であること

· 利用者又はその家族等の同意を得て、利用者の介護計画が作成されていること

· 医師、看護師、介護職員等が共同して利用者の状態又は家族の求めに応じ随時、利用者又はその家族への説明を行い、同意を得て介護が行われていること


